
水道水および飲用可能な井戸水（※1）

※Aはガス給湯器の最低作動圧力です。

85℃以下給湯器設定温度

PMS-2111(18113)

とじる

止水栓

(指示)

(指示)

(指示)

注 意

(指示)

(分解禁止)

湯水を逆に配管しないでください。
※水を出そうとしても、湯が出てヤケドをする恐れがあります。

ヤケドの恐れがないところまで水圧変動を押えた配管設備に
してください。
※他所の水栓の使用などにより水圧変動が起こり、湯の使用中
　に湯温が急上昇しヤケドをする恐れがあります。

【寒冷地用の場合】
お客さまに引き渡す前に凍結が予想される場合は水を抜いておいて
ください。
寒冷地仕様の水抜方法は、取扱説明書を参照ください。
※凍結破損で漏水し、家財等を濡らす財産損害発生の恐れが
あります。

修理技術者以外の人は水栓を分解したり、修理したりしないで
ください。
※ケガをしたり、故障・破損の恐れがあります。

衝撃を与えたり、もたれかかったりしないでください。
※破損してケガをしたり、漏水や故障の原因となります。

給水圧力は必ず給湯圧力以上にしてください。
※正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

給湯器の給湯温度設定は85℃以上で使用しないでください。
※水栓が破損し、ヤケドや家財を濡らす恐れがあります。

【寒冷地用の場合】
水抜栓は水抜き以外の目的で開けないでください。
※湯水が噴き出し、ヤケドや家財等を濡らす恐れがあります。

（禁止）

（禁止）

（禁止）

（禁止）

（禁止）

水道水および飲料可能な井戸水以外は使用しないでください。
※商品の内部腐食により、漏水の原因となります。
※飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質
基準に適合する水をいいます。

飲用
OK

以上

フレキホースの差し直しやストレーナの掃除をする際は、必ず
湯側水側の両方の止水栓を閉じてから行ってください。
※湯・水が噴出してヤケドをしたり、家財等を濡らす財産損害
　発生の恐れがあります。

6

最低必要圧力

ガス給湯器（比例制御式：16号相当）と組み合わせる場合の給水圧力
　

0.75MPa（静水圧）

●給水圧力と給湯圧力の差を小さくしてください。温度調節が容易になり使いやすくなります。
●給水圧力は水栓直前における流動圧です。

最 高 圧 力

A＋0.12MPa（流動圧）※給湯器設定温度75℃　　　
A＋0.07MPa（流動圧）※給湯器設定温度42℃　　　

中心振分けの場合 片側偏芯の場合

中心振分けの場合 片側偏芯の場合

A：取付穴
　　φ37±2mm

C：裏面取付作業必要
　  スペース寸法A
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閉 開

q水栓本体の固定

wソケットと止水栓の接続

e給水ホース・給湯ホースの接続

t吐水管とシャワーホースソケットの接続

rホースとシャワーホースソケットの接続

yストッパーの固定

uホースの収納性の確認
□通水確認

□泡沫口の掃除

吐水口部

□流量の調節
１

２

３

レバーハンドル

（一般的な行動指示記号です。）

●パッキンの紛失に注意してください。
　※漏水の原因になります。
●ソケットカバーを外さないでください。
　※接続できなくなります。

●商品・施工方法についてのお問い合わせ
お客さま相談センターまで
ナビダイヤル TEL 0570-01 -7 173

受付時間 平日 9:00～18:00
土日・祝日 9:00～17:00

（ゴールデンウィーク、夏期、年末年始の休みは除く）

施工説明書

モンキーレンチ（呼び250以上）

施工手順

※1：飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。
※2：給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れが

あります。

給水圧力≧給湯圧力 (※2)

給湯

給水水栓

湯(H)

正面 正面
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●ホースがねじれていない状態で、給水・給湯ホースと
干渉する場合は、給水・給湯管を、軽く曲げてホース
の干渉を避けてください。
●ホースが他の配管等と干渉し、ホースがスムーズに上
下しない場合は、ホースガイドを回転させて、ホース
との干渉を避けてください。

ホースがス
ムーズに収
納できない

シンク内でホースがねじれたり、
配管等と干渉していないか？ F 「ホース収納性の確認」の項参照。

レバーハンドル
が前方水平まで
回らない

レバーハンドルの操作位置は正しいか？
エコハンドル仕様のため、レバー
操作範囲が従来のシングルレバー
と異なります。（施工完了図参照）

レバーハンドルの操作位置は正しいか？
エコハンドル仕様のため、レバー
操作範囲が従来のシングルレバー
と異なります。（施工完了図参照）

吐水管とシャワーホースソケットの接続

一般地用

ホースをホースガイドに通して、シャワーホースソケットに差し込む。

水側・湯側それぞれの位置で
レバーハンドルを開け、通水
確認する。

保護キャップ

保護キャップ

外す

シャワーホースソケットを吐水管に差し込む。

シャワー
ホース
ソケット

シャワー
ホース
ソケット

ホース
ガイド

ホース

保護キャップ

シャワーホースは奥までしっかり
と差し込む。

ホースを引っ張っても
抜けないこと。

あらかじめストップリング（小）をソケッ
ト溝部に設置しておくと、取付作業が容易
になります。

ストップリングは、しっかりとはめ込んでください。
※ストップリングが外れると漏水の原因となります。

寒冷地用

一般地用 寒冷地用

ストップリングをシャワーホースソケットに差し込んだ後、ホースを
引っ張っても抜けないことを確認する。3.

一般地用 寒冷地用

ホース

ホース
ガイド

水抜栓付
シャワーホース
ソケット

保護
キャップストップリング

ストップリング

ストップリング

水抜栓付
シャワーホース
ソケット

溝部

ストップ
リング（大）

ストップ
リング（小）

引っ張っても
抜けないこと

引っ張っても
抜けないこと

上

下

(小)

(大)

(大)

吐水管

吐水管

外す

外す

外す

外す

ストップリング

ホース

シャワーホース
ソケット

ストップリング

ホース

カチッ

(小)

吐水管側 シャワーホース側

●マイナスドライバーを小穴に入れ、
　矢印方向に引き出して外します。

●マイナスドライバーをシャワーホースソケットの
　溝に入れ、矢印方向に引き出して外します。　　　　　

ストップリングの外し方

ストップリング
の小穴

シャワーホース
ソケットの溝

シャワーホース
ソケット

水抜栓付
シャワーホース
ソケット

外す

外す

ストップリング

ストップリング

ストップリングを紛失しないように 
注意してください。
※シャワーホースが固定できず、漏
水の原因となります。

引っ張っても
抜けないこと

カチッ

ストップリング

シャワーホースソケット吐水管
一般地用 寒冷地用

引っ張っても
抜けないこと

カチッ

水抜栓付
シャワーホース
ソケット吐水管

●カチッと音がするまでしっかりと差し込んでください。
●ストップリングがシャワーホースソケットの溝に納まっ
ていることを確認してください。
※正しく取り付けられていないと、漏水の原因と
なります。

ホースを通す向き ホースを通す向き

シャワーホース
ソケットを引っ
張って、抜け
ないこと。

1.ストッパーを指で押さえます。ロッ
ク部の溝に、マイナスドライバーを
矢印qの方向に差込みます。

2.差込んだマイナスドライバーを矢印w

の方向に傾けます。
3.マイナスドライバーを矢印eの方向に
押し込んでロックを解除し、ストッパ
ーを外します。

ストッパーをテープを覆うように
取り付ける。

ストッパー

ストッパーの外し方

q

w

e

ロック部

溝
マイナスドライバー

吐水口部は吐水口部引出し口に
納めた状態で行う。

給水・給湯管

給水・給湯ホース

ホースガイド

ホース

吐水口部を出し入れし、ホースが、給水・給湯
ホースや他の配管等と干渉せずにスムーズに上
下に動くことを確認する。

通水確認を以下の要領で行ってください。
レバーハンドルが閉じていること
を確認し、給水・給湯の止水栓を
開く。

レバーハンドルを閉じ、接続部
からの漏水がないか確認する。

通水確認

湯側止水栓
　（左）

開
開

閉じる

閉じる

開ける

水側止水栓
　（右）

漏水確認

漏水確認

漏水確認

漏水確認

吐水管を
曲げる

吐水管を
曲げる

ホース

配
管
ス
ペ
ー
ス

ホースがスムーズに上下に動くこと。

ホースが引出し、配管スペース、止水栓などに干渉する場合、吐水管を
軽く曲げて、ホースの干渉を避ける。

吐水管

吐水管

吐水管

吐水管

配管
スペース

配管
スペース

引出し

止水栓

吐水管
（銅管）

シャワー
ホース
ソケット

シャワーホース
ソケットを接続
した銅管が吐水
管です。

吐水管を曲げる場合は、曲げる角度を
30°以下としてください。
※無理に曲げると吐水管が損傷し、
漏水の原因になります。

●この商品は、ウォーターハンマー低減機構を採用しています。レバーハンドルを
急に下げると抵抗感が発生し重く感じることがありますが、故障ではありません。
●水を止めた後に少しの間水が垂れますが、吐水口内部に溜まった少量の水が排
出される為で、故障ではありません。

 30°
以下

PMS-2111(18113)

泡沫口の掃除

流量の調節

F シャワー
   ホース
   ソケット

手でキャップを回して泡沫口を取り外し、
泡沫ユニットを水で掃除してください。

●ソケットの締付けにモンキーレンチを使用する場合は、
先端の幅を袋ナットの2面幅に合わせてください。
※締付け不足により、漏水の原因となります。

●ソケットの締付けにモンキーレンチを使用する場合は、
工具の向きにご注意ください。
※締付け不足により、漏水の原因となります。
※水栓金具や工具が破損する恐れがあります。

ホースを曲げる場合は、曲げ半径30mm
以上確保してください。
※漏水の原因になります。

閉め

閉め

シャワーホース

吐水管

水抜栓付
シャワーホース
ソケット

ストップ
リング

【寒冷地用】

パッキン

ストップリングをシャワーホースソケットに差し込んだ後、シャワーホー
スソケットを引っ張っても抜けないことを確認する。

給湯配管には、
給湯ホースの
み接続してく
ださい。

外す差し
込む

給水ホース
給湯ホース

キャップ

湯（H）表示シール

ソケット

給湯側止水栓

給水側止水栓

「本製品の仕様と条件」の項参照。

「本製品の仕様と条件」の項参照。
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の干渉を避けてください。
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下しない場合は、ホースガイドを回転させて、ホース
との干渉を避けてください。

ホースがス
ムーズに収
納できない

シンク内でホースがねじれたり、
配管等と干渉していないか？ F 「ホース収納性の確認」の項参照。

レバーハンドル
が前方水平まで
回らない

レバーハンドルの操作位置は正しいか？
エコハンドル仕様のため、レバー
操作範囲が従来のシングルレバー
と異なります。（施工完了図参照）

レバーハンドルの操作位置は正しいか？
エコハンドル仕様のため、レバー
操作範囲が従来のシングルレバー
と異なります。（施工完了図参照）

吐水管とシャワーホースソケットの接続

一般地用

ホースをホースガイドに通して、シャワーホースソケットに差し込む。

水側・湯側それぞれの位置で
レバーハンドルを開け、通水
確認する。

保護キャップ

保護キャップ

外す

シャワーホースソケットを吐水管に差し込む。

シャワー
ホース
ソケット

シャワー
ホース
ソケット

ホース
ガイド

ホース

保護キャップ

シャワーホースは奥までしっかり
と差し込む。

ホースを引っ張っても
抜けないこと。

あらかじめストップリング（小）をソケッ
ト溝部に設置しておくと、取付作業が容易
になります。

ストップリングは、しっかりとはめ込んでください。
※ストップリングが外れると漏水の原因となります。

寒冷地用

一般地用 寒冷地用

ストップリングをシャワーホースソケットに差し込んだ後、ホースを
引っ張っても抜けないことを確認する。3.

一般地用 寒冷地用

ホース

ホース
ガイド

水抜栓付
シャワーホース
ソケット

保護
キャップストップリング

ストップリング

ストップリング

水抜栓付
シャワーホース
ソケット

溝部

ストップ
リング（大）

ストップ
リング（小）

引っ張っても
抜けないこと

引っ張っても
抜けないこと

上

下

(小)

(大)

(大)

吐水管

吐水管

外す

外す

外す

外す

ストップリング

ホース

シャワーホース
ソケット

ストップリング

ホース

カチッ

(小)

吐水管側 シャワーホース側

●マイナスドライバーを小穴に入れ、
　矢印方向に引き出して外します。

●マイナスドライバーをシャワーホースソケットの
　溝に入れ、矢印方向に引き出して外します。　　　　　

ストップリングの外し方

ストップリング
の小穴

シャワーホース
ソケットの溝

シャワーホース
ソケット

水抜栓付
シャワーホース
ソケット

外す

外す

ストップリング

ストップリング

ストップリングを紛失しないように 
注意してください。
※シャワーホースが固定できず、漏
水の原因となります。

引っ張っても
抜けないこと

カチッ

ストップリング

シャワーホースソケット吐水管
一般地用 寒冷地用

引っ張っても
抜けないこと

カチッ

水抜栓付
シャワーホース
ソケット吐水管

●カチッと音がするまでしっかりと差し込んでください。
●ストップリングがシャワーホースソケットの溝に納まっ
ていることを確認してください。
※正しく取り付けられていないと、漏水の原因と
なります。

ホースを通す向き ホースを通す向き

シャワーホース
ソケットを引っ
張って、抜け
ないこと。

1.ストッパーを指で押さえます。ロッ
ク部の溝に、マイナスドライバーを
矢印qの方向に差込みます。

2.差込んだマイナスドライバーを矢印w

の方向に傾けます。
3.マイナスドライバーを矢印eの方向に
押し込んでロックを解除し、ストッパ
ーを外します。

ストッパーをテープを覆うように
取り付ける。

ストッパー

ストッパーの外し方

q

w

e

ロック部

溝
マイナスドライバー

吐水口部は吐水口部引出し口に
納めた状態で行う。

給水・給湯管

給水・給湯ホース

ホースガイド

ホース

吐水口部を出し入れし、ホースが、給水・給湯
ホースや他の配管等と干渉せずにスムーズに上
下に動くことを確認する。

通水確認を以下の要領で行ってください。
レバーハンドルが閉じていること
を確認し、給水・給湯の止水栓を
開く。

レバーハンドルを閉じ、接続部
からの漏水がないか確認する。

通水確認

湯側止水栓
　（左）

開
開

閉じる

閉じる

開ける

水側止水栓
　（右）

漏水確認

漏水確認

漏水確認

漏水確認

吐水管を
曲げる

吐水管を
曲げる

ホース

配
管
ス
ペ
ー
ス

ホースがスムーズに上下に動くこと。

ホースが引出し、配管スペース、止水栓などに干渉する場合、吐水管を
軽く曲げて、ホースの干渉を避ける。

吐水管

吐水管

吐水管

吐水管

配管
スペース

配管
スペース

引出し

止水栓

吐水管
（銅管）

シャワー
ホース
ソケット

シャワーホース
ソケットを接続
した銅管が吐水
管です。

吐水管を曲げる場合は、曲げる角度を
30°以下としてください。
※無理に曲げると吐水管が損傷し、
漏水の原因になります。

●この商品は、ウォーターハンマー低減機構を採用しています。レバーハンドルを
急に下げると抵抗感が発生し重く感じることがありますが、故障ではありません。
●水を止めた後に少しの間水が垂れますが、吐水口内部に溜まった少量の水が排
出される為で、故障ではありません。

 30°
以下

PMS-2111(18113)

泡沫口の掃除

流量の調節

F シャワー
   ホース
   ソケット

手でキャップを回して泡沫口を取り外し、
泡沫ユニットを水で掃除してください。

●ソケットの締付けにモンキーレンチを使用する場合は、
先端の幅を袋ナットの2面幅に合わせてください。
※締付け不足により、漏水の原因となります。

●ソケットの締付けにモンキーレンチを使用する場合は、
工具の向きにご注意ください。
※締付け不足により、漏水の原因となります。
※水栓金具や工具が破損する恐れがあります。

ホースを曲げる場合は、曲げ半径30mm
以上確保してください。
※漏水の原因になります。

閉め

閉め

シャワーホース

吐水管

水抜栓付
シャワーホース
ソケット

ストップ
リング

【寒冷地用】

パッキン

ストップリングをシャワーホースソケットに差し込んだ後、シャワーホー
スソケットを引っ張っても抜けないことを確認する。

給湯配管には、
給湯ホースの
み接続してく
ださい。

外す差し
込む

給水ホース
給湯ホース

キャップ

湯（H）表示シール

ソケット

給湯側止水栓

給水側止水栓

「本製品の仕様と条件」の項参照。

「本製品の仕様と条件」の項参照。


